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凍結溶液中のMn2十の困りに配位する水の陽子の位置をENDOR (電子核二重共鳴 )によ

って調べた｡ここではマトリックスENI)ORといわれる手法を用い,不対電子を持っMn2+ィ

オンと陽子の磁気モーメントは双極子相互作用を行うので,その大きさをENDORの周波数

より求め,これよりMn2十と陽子の距離を求めた｡水と500/oグリセロール を入れた凍結溶液

中ではMn2十から2.5,3.1,4.3Aの位置に陽子があり,6個の水の陽子が最近接に配位し,

グリセロール分子はMn2十より3Aまでには存在しないことがわかった｡

また凍結温度以上でpHを変化させたり,砂糖などを解かしたりした効果やグリセロールを少

し小さいエチレングリコールに変えたときの配位状態について調べた｡以上の結果は生体物質

内での遷移金属イオンの微視的な環境構造を調べるのに応用される｡
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